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I研究の背景

平成20年に『幼稚園教育要領』および『保育所保育指針』が改定された。特に保育所保育

指針では年齢に応じた領域別の内容が詳しく設定されていたものが、改定後はそれらを設定しな

いことにより幼稚園教育要領に近づいた形となった。その中で領域「表現」では「感じたことや

考えたことを自分なりに表現して楽しむ」など、日常の中で子どもたち自らが感性を育てるよう

な環境を準備することが求められている。現在の保育者養成のカリキュラムのなかには、必須科

目として表現領域の音楽、体育、造形がそれぞれ位置づけられている。しかし音楽・体育・造形、

どの分野においても、授業時間の中で十分な知識や技能を習得するためには十分な時間が確保で

きない。また学生自らが感じたことや考えたことを自分なりに表現する力をつけたうえで、子ど

もたちに表現する楽しさを伝えるように力をつけることが望ましいと考える。例えば造形表現に

おいていえば制作や描画活動の授業の中での教員から伝えられる言葉と、保育現場で保育者が子

どもたちに伝える言葉とでは大きく差がある。

筆者はその差を理解し対応していく力をつける手段として、造形ワークショップを保育者養成

校の学生とともに行い、子どもたちとの関わり方を実習やボランティアとは違う形で経験を積ま

せた。その内容を「保育につながる『場』としての造形ワークショップ」にまとめた。造形ワー

クシヨップの実践について片岡（2006）は、遊び場としての児童館に着目した。児童館において

絵の具を使った造形ワークショップを行い、子育て支援活動の一環としての必要性や美術教育と

しての可能‘性を述べている。また矢野ら（2008）は「こどもアートキャラバン」を実施し、大学

と地域と行政との連携の重要‘性とその手立てとして造形ワークショップを挙げている。陣内ら

（2009）も造形活動を子育て支援活動としてとらえ、3年間の幼稚園での活動の中で参加者への

効用だけでなく、学生が子どもや保護者との関わり方を学ぶ機会になり継続して活動した意義を

述べている。また問題点として幼稚園では参加者が固定されて人数が増加しなかったことも挙げ

ている。

これらを踏まえ、本研究は地域の遊び場として、また保育者養成校の学生にとっての学びの場
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